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小学校低学年の肥満と生活様式の追跡調査

森尾 眞介 杉原 純 岡本 直幸

陶山 昭彦 岡本 幹三 中山 英明

　1992年島根県隠岐郡西郷町，布施村，五箇村，および都万村において，小学1年生の全員（男105人，女

110人）を対象として身体検査，生活質問票調査を行い，1994年同集団に対し同様な身体検査，生活質問票

調査，および新たに加えた血液検査を実施した。生活質問票への記載は児の保護者が行った。2回の調査で

照合が可能であった者（男89人，女101人，ただし，血液検査の結果が得られた者は，男71人，女77人）を

対象として，肥満と生活様式の関連を解析した。その結果，(a)小学1から3年生にかけて男女とも肥満児の

割合が増加し，(b)男女とも小学3年生の肥満度が母親のブローカ指数と相関し，(c)男の肥満児では，間食の

頻度が多く，速く食事し，運動を嫌う傾向がみられ，そして(d)肥満度が高コレステロール血症と相関関係を

示した。これらの結果は，肥満が小学校低学年から出現してくること，およびそれがその後2年間は持続す

ることを示したものである。
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